
私
が
勤
務
す
る
、
三
ヶ
日
森
林
事
務
所

は
、
静
岡
県
最
西
部
に
位
置
し
、
湖
西
市

及
び
浜
松
市
北
区
に
所
在
す
る
、
三
ヶ
日

担
当
区
２
１
８
３
㌶
、
気
賀
担
当
区
１
１

５
５
㌶
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

当
部
内
は
、
標
高
の
高
い
所
で
も
５
８

０
ｍ
程
度
の
低
山
帯
で
あ
り
、
奥
浜
名
自

然
休
養
林
等
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に

選
定
さ
れ
て
い
る
地
域
も
多
く
、
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

浜
名
湖
や
浜
松
市
街
、
み
か
ん
畑
の
田
園

風
景
な
ど
の
美
し
い
眺
望
や
、
豊
か
な
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ハ
イ
キ
ン
グ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
ヶ
日
と
言
え
ば
、
み
か
ん
が
有
名
で

す
。

江
戸
時
代
中
頃
、
紀
州
那
智
地
方

か
ら
「
紀
州
み
か
ん
」
の
苗
木
を
持
ち
帰
っ

た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
、
天
保
年
間

に
、
実
の
大
き
い
「
温
州
み
か
ん
」
を
三

河
吉
良
地
方
か
ら
導
入
し
栽
培
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
、
国
有
地
（
国

有
林
）
の
払
い
下
げ
を
受
け
る
な
ど
、
新

し
い
み
か
ん
畑
が
拡
大
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
、
温
暖

な
気
候
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
日
照
時

間
、
水
は
け
の
良
い
土
壌
な
ど
、
み
か
ん

栽
培
に
適
し
て
お
り
、
「
三
ヶ
日
み
か
ん
」

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
静
岡
県
産
み
か
ん
の

４
分
の
１
を
生
産
し
、
平
成
27
年
産
の
出

荷
量
は
、
約
３
万
１
千
ｔ
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
管
内
の
国
有
林
は
、
林
道
路
網

が
発
達
し
て
お
り
、
22
路
線
、
総
延
長
81

㎞
と
１
日
で
は
全
線
を
回
り
き
る
こ
と
が

難
し
い
距
離
で
す
が
、
日
頃
か
ら
、
巡
視
・

点
検
を
行
い
、
異
常
が
あ
れ
ば
チ
ャ
ー
タ
ー

等
に
よ
り
復
旧
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
国

有
林
手
前
の
民
有
地
の
道
路
が
狭
い
な
ど
、

素
材
搬
出
用
の
大
型
車
が
入
れ
な
い
地
域

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
は
「
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
中
間
土
場
）
」
の
作
設

を
計
画
し
、
少
し
で
も
有
利
な
生
産
販
売

に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

管
内
の
、
引
佐
町
井
伊
谷
は
、
現
在
放

い

な

さ

い

い

の

や

映
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
お

ん
な
城
主
直
虎
」
で
注
目
を
浴
び
る
井
伊

家
ゆ
か
り
の
地
で
す
。
龍
潭
寺
や
初
代

り
ょ
う
た
ん
じ

共
保
公
出
生
の
井
戸
、
井
伊
谷
城
跡
等
、

と
も
や
す

ド
ラ
マ
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
史
跡
が
数

多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。
浜
名
湖
名
物
の

「
う
な
ぎ
」
を
食
べ
て
歴
史
の
舞
台
を
散

策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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